
 第
１

回
検

討
委

員
会

で
の

各
委

員
か

ら
の

御
質

問
・
御

要
望

へ
の

回
答

に
つ

い
て

番
号

発
言

委
員

該
当

箇
所

 御
質

問
・
御

要
望

の
内

容
 事

務
局

の
回

答
（
考

え
方

及
び

対
応

）

1
安

藤
委

員
 こ

れ
ま

で
の

成
果

に
つ

い
て

 こ
れ

ま
で

の
取

組
に

つ
い

て
、

大
き

な
成

果
、

大
 き

な
課

題
が

わ
か

る
よ

う
な

資
料

を
提

示
し

て
 ほ

し
い

。

 別
紙

「
補

足
資

料
」
の

と
お

り
で

す
。

2
渡

邊
委

員
 Ｐ

４
～

Ｐ
９

 「
大

き
く
変

化
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
 環

境
」

 （
１

）
～

（
1
1
）
の

項
目

に
つ

い
て

、
関

連
性

等
を

 考
慮

し
て

並
び

順
を

再
考

し
て

も
良

い
の

で
は

 な
い

か
。

 「
高

度
情

報
化

の
進

展
」
を

「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

」
の

直
前

へ
、

「
家

庭
や

 地
域

社
会

の
変

化
」
を

「
価

値
観

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
多

様
化

」
の

直
後

へ
 移

動
し

ま
す

。

3
田

中
委

員
 Ｐ

５
 「
環

境
問

題
の

深
刻

化
」

 防
災

教
育

に
つ

い
て

の
記

載
は

必
要

な
い

か
。

 「
さ

ら
に

、
様

々
な

自
然

災
害

か
ら

自
ら

の
生

命
を

守
る

た
め

に
必

要
な

能
力

 や
態

度
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

助
け

合
い

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
精

神
な

ど
共

 生
の

心
の

育
成

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 」

の
文

言
を

追
加

し
ま

す
。

4
古

田
委

員
長

 Ｐ
６

 「
価

値
観

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
多

様
 化

」

 「
多

様
化

」
が

悪
い

側
面

ば
か

り
取

り
上

げ
ら

れ
 て

い
る

の
で

、
多

様
性

や
違

い
を

尊
重

す
る

観
 点

が
必

要
な

の
で

は
な

い
か

。

 「
一

人
一

人
の

個
性

を
尊

重
し

、
お

互
い

の
違

い
を

認
め

合
い

、
共

に
支

え
あ

 う
こ

と
が

大
切

と
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

 」
の

文
言

を
追

加
す

る
と

と
も

に
、

接
 続

や
語

尾
の

表
現

を
一

部
変

更
し

て
い

ま
す

。

5
糀

谷
委

員
 Ｐ

６
 「
価

値
観

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
多

様
 化

」

 市
が

策
定

し
て

い
る

食
育

推
進

計
画

と
の

整
合

 性
に

つ
い

て
も

考
慮

し
て

ほ
し

い
。

 必
要

に
応

じ
て

担
当

課
と

調
整

し
て

内
容

を
検

討
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

6
古

田
委

員
長

 Ｐ
７

 「
家

庭
や

地
域

社
会

の
変

化
」

 地
域

に
あ

る
教

育
資

源
の

発
掘

・
活

用
の

観
点

 を
記

載
で

き
な

い
か

。
 「
地

域
の

教
育

資
源

を
発

掘
し

、
有

効
利

用
で

き
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

を
進

 め
な

が
ら

、
 」

の
文

言
を

追
加

し
ま

す
。

7
田

中
委

員
 Ｐ

７
 「
経

済
構

造
と

雇
用

状
況

の
変

化
」

 女
性

の
社

会
進

出
に

つ
い

て
の

記
載

は
必

要
 な

い
か

。
 「
女

性
の

社
会

進
出

の
割

合
の

増
加

 」
の

文
言

を
追

加
し

ま
す

。

8
渡

邊
委

員
 Ｐ

９
 「
新

教
育

委
員

会
制

度
へ

の
移

行
」

 大
綱

と
か

こ
が

わ
教

育
ビ

ジ
ョ

ン
の

関
係

に
つ

 い
て

、
第

２
期

「
か

こ
が

わ
教

育
ビ

ジ
ョ

ン
」
で

触
 れ

る
必

要
は

な
い

か
。

 大
綱

に
つ

い
て

は
、

策
定

主
体

は
市

長
で

あ
り

、
策

定
に

あ
た

っ
て

は
総

合
教

 育
会

議
で

の
協

議
が

前
提

と
な

っ
て

い
る

と
い

う
地

教
行

法
の

趣
旨

を
尊

重
 し

、
教

育
委

員
会

が
策

定
主

体
と

な
っ

て
い

る
第

２
期

「
か

こ
が

わ
教

育
ビ

ジ
ョ

 ン
」
で

は
言

及
し

な
い

方
向

で
進

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

 ※
文

中
に

お
け

る
ペ

ー
ジ

数
は

、
今

回
お

配
り

し
た

素
案

の
ペ

ー
ジ

で
表

示
し

て
お

り
ま

す
。
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文
中

に
お

け
る

ペ
ー

ジ
数

は
、

今
回

お
配

り
し

た
素

案
の

ペ
ー

ジ
で

表
示

し
て

お
り

ま
す

。

9
渡

邊
委

員

 Ｐ
６

 「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

」

 Ｐ
９

 「
教

育
の

新
し

い
枠

組
み

へ
の

移
行

」

 英
語

教
育

関
係

の
記

述
は

「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

 進
展

」
へ

統
合

す
る

と
と

も
に

、
「
新

教
育

委
員

 会
制

度
へ

の
移

行
」
と

の
関

連
性

も
考

慮
し

、
 項

目
名

を
整

理
し

て
は

ど
う

か
。

 「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

」
に

、
「
そ

の
た

め
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
し

た
教

 育
環

境
づ

く
り

や
、

そ
れ

に
伴

う
教

員
の

資
質

向
上

が
不

可
欠

と
な

っ
て

い
ま

 す
。

」
の

文
言

を
追

記
す

る
と

と
も

に
、

「
教

育
の

新
し

い
枠

組
み

へ
の

移
行

」
 に

「
新

教
育

委
員

会
制

度
へ

の
移

行
」
の

内
容

を
統

合
し

、
小

項
目

①
～

③
と

 し
て

整
理

し
ま

す
。

1
0

大
西

委
員

 Ｐ
1
0

 「
加

古
川

市
の

教
育

課
題

」

 教
育

現
場

の
多

忙
化

に
よ

り
、

人
権

教
育

を
は

 じ
め

、
様

々
な

教
育

に
手

が
回

ら
な

い
と

い
う

現
 状

に
つ

い
て

の
視

点
が

必
要

で
は

な
い

か
。

 教
育

課
題

と
し

て
、

「
人

権
課

題
に

対
す

る
対

応
」
、

「
教

職
員

の
資

質
と

指
導

 力
の

向
上

」
、

「
子

ど
も

と
向

き
合

う
時

間
の

確
保

」
を

挙
げ

、
重

要
な

課
題

と
し

 て
認

識
し

て
い

ま
す

。

1
1

糀
谷

委
員

 Ｐ
1
0

 「
加

古
川

市
の

教
育

課
題

」

 先
生

方
を

メ
ン

タ
ル

面
で

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

体
 制

に
つ

い
て

検
討

が
進

ん
で

い
る

が
、

先
取

り
 し

て
記

載
す

る
必

要
は

な
い

か
。

 教
育

課
題

と
し

て
、

新
た

に
「
教

職
員

の
メ

ン
タ

ル
面

の
サ

ポ
ー

ト
」
を

追
加

し
 ま

す
。

1
2

森
本

委
員

 Ｐ
1
0

 「
加

古
川

市
の

教
育

課
題

」

 「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

」
を

向
上

さ
せ

る
仕

 組
み

が
必

要
で

あ
る

。
 教

育
課

題
と

し
て

、
「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
育

成
」
を

挙
げ

、
重

要
な

課
 題

と
し

て
認

識
し

て
お

り
、

Ｐ
3
6
の

具
体

的
な

方
針

に
「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
 力

育
成

を
含

め
た

」
と

い
う

文
言

を
追

加
し

ま
す

。

1
3

糀
谷

委
員

 Ｐ
2
4

 「
公

民
館

等
を

活
用

し
た

地
域

の
拠

 点
づ

く
り

の
推

進
」

 社
会

教
育

推
進

員
だ

け
で

な
く
、

福
祉

教
育

推
 進

員
に

つ
い

て
も

、
ふ

れ
て

も
ら

い
た

い
。

 「
社

会
教

育
推

進
員

」
の

表
記

を
「
社

会
教

育
推

進
員

・
福

祉
教

育
推

進
員

」
 に

変
更

し
ま

す
。

 ※
　

Ｐ
1
4
の

「
家

庭
や

地
域

の
教

育
力

の
向

上
に

向
け

た
取

組
の

推
進

」
の

表
 記

も
同

様
に

変
更

し
ま

す
。

1
4

大
西

委
員

 Ｐ
3
2

 「
地

域
総

が
か

り
の

教
育

」

 「
地

域
総

が
か

り
の

教
育

」
を

も
っ

と
強

力
に

訴
 え

て
い

く
べ

き
で

は
な

い
か

。
 Ｐ

2
6
か

ら
第

３
章

と
し

て
「
中

学
校

区
連

携
ユ

ニ
ッ

ト
1
2
」
を

大
き

く
取

り
扱

う
と

と
 も

に
、

1
5
の

重
点

目
標

や
具

体
的

な
方

針
を

決
め

る
中

で
も

検
討

し
て

い
き

ま
 す

。



１．地域総がかりの教育

本市の大きな特色である「中学校区連携ユニット 12」については、教職員、保護者、地域住民にその

意義が浸透するとともに、学校園・家庭・地域が連携した取組が充実してきており、各ユニットの特色

ある取組も定着してきています。

また、学校支援ボランティアの人数は、平均すると１ユニットあたり 100 名を超え、地域や保護者と

いった教育資源の協力体制のもと、学校教育の充実に欠かせないネットワークとなっています。

一方で、学校教育と地域の教育資源を結びつけるパイプ役となる地域コーディネーターの育成が課題

となっています。

２．「生きる力」の育成

人格形成の基盤となる幼児期から義務教育終了段階までの教育において、「知・徳・体」の充実を図

ってきました。

まず、「ことばの力育成プログラム」や「加古川ＣＡＮ－ＤＯプラン」等の系統的な学習を実践した

ことにより、学力やコミュニケーション能力の向上に成果が見られました。

さらに「トライやる・ウィーク」等を通したキャリア教育を推進してきたことが、勤労観や職業観、

自立できる能力の習得につながっています。

また、学校生活に関するアンケートを各校で実施することで、いじめ件数や不登校数の減少につなが

ったことや、相談体制の充実により、いじめ問題等の緊急事案に迅速に対応できるようになったことも

一つの成果であるといえます。

一方で、東日本大震災の経験等を踏まえた「防災教育」等、教育ニーズの多様化による新たな観点が

求められています。

３．信頼される教育の環境

子どもたちの安全・安心を確保し、信頼される教育の環境を作ることは、教育行政の大きな役割でも

あります。

そのような中、平成 26 年度末には学校園施設の耐震化率 100 パーセントを達成することができたこ

とは、大きな成果であるといえます。しかし、内部設備やトイレ等を含め、老朽化が進んでいる校舎へ

の対応や、中学校給食の実現を見据えた学校施設のあり方の検討等、新たな課題も見受けられます。

また、教職員の多忙化も取り組むべき課題となっており、子どもと向き合う時間の確保や教職員のメ

ンタルサポートの充実を図っていく必要があります。

４．「学び」が生かせるまちづくり

社会教育施設を利用した活動や生涯学習を通じて、健康で充実した人生を実現していくことは非常に

重要なことであると同時に、地域の活性化のためにもそれらの学びをまちづくりに生かすことも非常に

大切なことです。

これまで、公民館等の社会教育施設が地域拠点となり、社会教育推進員・福祉教育推進員による活動

等と併せて、地域住民への支援を積極的に行ってきており、地域の活性化に寄与しています。

また、人権フォーラムや町内懇談会の実施を通じ、市民一人一人の人権意識の向上を図るなど、社会

的課題に対応した学習機会を充実させることができました。

さらに、平成 25 年度に「加古川市スポーツ振興基本計画 アクションプラン（後期）」を策定し、具

体的な行動計画を示すなど、市民のスポーツ環境の整備も進めていますが、スポーツ人口の拡充に向け

た更なる働きかけを模索しているところです。

【補足資料】現行の「かこがわ教育ビジョン」の取組期間における大きな成果、大きな課題




